　2018.9藤咲整形外科医院だより
　いつの間にか虫の声が大きく感じられるのが9月です。外国の人にはうるさく感じるとも言いますが、どの国にもお国柄の、美声の虫はいるでしょうから、必ずしも虫の音そのものを邪険にしているわけではなかろうと思います。
　虫の声が高まれば、本格的なウォーキングの時が訪れたと言っていいでしょう。朝晩の涼しさが約束されたと、虫が知らせてくれています。大詩人にして作家、宮沢賢治は「雨にも負けず」において、日照りの時は涙を流し、寒さの夏はおろおろ歩き、と、収穫に不安な様子を書き留めました。昨今の暑さにおいては、「暑さの」夏に続けてなんと書き留めたことでしょう。
　聞き取れるところから察すると、院の草畑には、アオマツムシ、鈴虫、種類は特定できませんがコオロギ、まだ声を聴きませんがウマオイがいるはずです。草刈りをしていると時々、緑色の堂々とした、バッタの大きいのが出てきます。ヤブキリというのだろうと思いますが、声を特定できません。
　薬に効能というものがあり、副作用というものがあります。各薬には、血圧の薬なら、心臓や体の諸臓器を高い血圧から守ります、と謳っています。小さな声で、血圧が下がりすぎることがあります、と書かれています。骨粗鬆症の薬の中には、骨を強くしますという主なる作用の傍らに、あごの骨が痛むことがありますと、副作用のことが書いてあります。どこをどのように強調するかは、研究や経験によって、少しづつ変わっていきます。薬に関しては、従来多くの情報が溢れていますが、聞き耳を立て、時の知識に照らして正確で、実用に益するものを聞き分けたいと思います。
　皆様お体大切に。
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